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小児科に 2つの専門外来
新規開設！

小児血液外来

小児血液外来小児血液外来

─  「小児血液外来」では
　小児期に認める血液の異常としては、血球
減少 ( 貧血、血小板減少、白血球減少 ) や凝固
異常症 ( 出血しやすい、血栓を起こしやすい )
があります。鉄欠乏性貧血や免疫性血小板減
少性紫斑病（ITP）などの頻度が高いですが、
生まれつきの病気が原因となることもあり、
正確な診断が重要です。また、白血病やリンパ
腫など小児がんも対象としております。小児
がんの患者さんは専門性の高い治療が必要で
あるため、京都大学医学部附属病院小児科と
も連携して診療を行っていきます。

─  対象疾患
　鉄欠乏性貧血、溶血性貧血、免疫性血小板減
少性紫斑病 (ITP)、好中球減少症、再生不良性
貧血、骨髄異形成症候群、白血病、悪性リンパ
腫、小児固形腫瘍

─  このような症状はご相談ください
　貧血、出血しやすい ( あざができやすい、鼻
血が止まりにくい )、リンパ節や肝臓・脾臓の
腫れ、お腹の腫れ、持続する発熱、骨痛、など。
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医長  窪田 博仁

小児科
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資格など資格など

ひとことひとこと

研究課題・専門分野研究課題・専門分野

　京都岡本記念病院の小児科には 2023 年 4月に 2
人の医師が着任しました。7月からは「小児血液外来」
「小児アレルギー外来」　2つの新しい外来を開設し
ます。

　京都岡本記念病院の小児科には 2023 年 4月に 2
人の医師が着任しました。7月からは「小児血液外来」
「小児アレルギー外来」　2つの新しい外来を開設し
ます。

　京都岡本記念病院の小児科には 2023 年 4月に 2
人の医師が着任しました。7月からは「小児血液外来」
「小児アレルギー外来」　2つの新しい外来を開設し
ます。

連携だより地域医療

●  毎週木曜　午後（予約・紹介のみ）

2023年 7月から2023年 7月から
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患者さんのご紹介は地域医療連携室へ

・ 日本小児科学会小児科専門医

・ 京都大学卒

地域の子供達の少しでもお役に立てるよう

頑張ります。 どうぞよろしくお願いいたしま

す。

血液 ・ 悪性腫瘍、 小児血液悪性腫瘍の病

態解明
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小児科に 2つの専門外来
新規開設！

小児アレルギー外来

小児アレルギー外来小児アレルギー外来

─  「小児アレルギー外来」では
　アトピー性皮膚炎や食物アレルギーは乳児
期からの治療・ケアが重要です。早期介入で、
喘息等の他のアレルギー疾患の将来的な発症
「アレルギー・マーチ」を抑制する事が期待さ
れます。
　また、大人のリウマチに似た症状が小児期
に生じる事があり（小児リウマチ性疾患）、こ
ちらも早期診断・治療が重要です。頻度は少
ないですが、発熱が続く症例や発熱を繰り返
す症例の中に特定の治療が必要な疾患が隠れ
ている事があり、経過に応じて注意が必要で
す。
　当外来では、必要に応じて京都大学医学部
附属病院小児科　免疫・アレルギー・消化器
外来とも連携し診療を進めていきます。

─  対象疾患
　食物アレルギー、アトピー性皮膚炎、気管支
喘息、花粉症、蕁麻疹、不明熱、周期性発熱、小
児リウマチ性疾患、小児消化器疾患

─  このような症状はご相談ください
　皮膚がかゆい、湿疹が続く、ゼーゼーする、
咳・鼻汁が続く、熱が続く・繰り返す、関節や
手足が腫れる、下痢・血便が続く

小児科
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資格など資格など

ひとことひとこと

研究課題・専門分野研究課題・専門分野

　京都岡本記念病院の小児科には 2023 年 4月に 2
人の医師が着任しました。7月からは「小児血液外来」
「小児アレルギー外来」　2つの新しい外来を開設し
ます。

　京都岡本記念病院の小児科には 2023 年 4月に 2
人の医師が着任しました。7月からは「小児血液外来」
「小児アレルギー外来」　2つの新しい外来を開設し
ます。

　京都岡本記念病院の小児科には 2023 年 4月に 2
人の医師が着任しました。7月からは「小児血液外来」
「小児アレルギー外来」　2つの新しい外来を開設し
ます。

連携だより地域医療

●  毎週金曜　午後（予約・紹介のみ）

2023年 7月から2023年 7月から

患者さんのご紹介は地域医療連携室へ

・ 医学博士

・ 日本小児科学会小児科専門医

・ 日本小児科学会小児科指導医

・ 京都大学卒

良質な医療を提供できるよう精進いたします。

免疫 ・ リウマチ ・ アレルギー


